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9月10日（土） 兵庫県民会館において兵庫県・兵協連共催「コンプライアンス（自主統制力向上）研修」を開催しました。
（関連記事 P.4）
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安
心
の
手
助
け
と
し
て
の

共
済
の
充
実
を
目
指
し
て
！

現
在
の
社
会
状
況
は
と
い
え
ば
、
多

く
の
方
が
現
在
、そ
し
て
将
来
を
含
め
、

多
く
の
不
安
を
感
じ
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
も
し
も
の
時
の
不
安
で

あ
っ
て
、
具
体
的
に
は
、「
災
害
に
あ
っ

た
ら
・
病
気
に
な
っ
た
ら
。
怪
我
を
し

た
ら
」
等
の
不
安
や
、
ま
た
、
老
後
の

生
活
に
対
す
る
不
安
等
々
、
多
く
の
生

活
上
の
不
安
で
あ
り
、
特
に
自
然
災
害

は
、
最
も
身
近
に
感
じ
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
年
三
月
に
発
生
し
た
「
東
日
本
大

震
災
」
で
は
、
多
く
の
死
亡
者
や
行
方

不
明
者
が
発
生
し
、
広
範
囲
で
の
家
屋

等
の
流
出
や
、
更
に
は
、
原
子
力
発
電

所
で
の
放
射
能
の
漏
え
い
拡
散
の
問
題

も
重
な
り
、
全
国
レ
ベ
ル
で
、
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
未
曽
有
の
大
災
害

で
あ
り
、
ま
た
、
先
の
台
風
十
二
号
は
、

各
地
に
お
い
て
、
記
録
的
な
大
雨
を
も

た
ら
し
、
広
い
範
囲
で
水
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

自
然
災
害
の
発
生
は
、
全
て
の
皆
さ

ん
の
共
通
し
た
不
安
で
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
火
災
に
つ
い
て
も
同
様
で
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
一
瞬
の
う
ち
に

長
年
か
か
っ
て
築
き
上
げ
た
生
活
の
基

盤
で
あ
る
住
宅
や
財
産
を
、場
合
に
よ
っ

て
は
命
ま
で
も
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

次
に
、「
老
後
の
生
活
」に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
一
年
の
統
計
に
よ
る
と
、
平

均
寿
命
は
、
男
性
七
十
九
才
、
女
性

八
十
六
才
で
、
今
後
確
実
に
高
齢
者
社

会
が
進
展
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
誰

も
が
老
後
の
生
活
へ
の
対
応
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
。

更
に
、
少
子
化
や
核
家
族
化
と
い
う

問
題
も
あ
り
、
一
昔
前
と
は
大
き
く
社
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藤田　雄三
（ふじた・ゆうぞう）

姫路市民共済生活協同組合 理事長
兵庫県生活協同組合連合会 監事

会
状
況
が
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
に
お
け
る
経
済
的
な
観

点
で
は
、 

昔
は
、「
老
後
は
年
金
で
」

と
い
う
こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
頼
り
に
し
て
い
た
年
金
も
現

在
不
安
定
な
面
も
あ
り
、
そ
れ
も
遠
い

昔
の
事
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
多
く
の
不
安
要
素
を
抱

え
る
社
会
状
況
の
中
で
、全
て
一
人
で
、

も
し
も
の
時
の
生
活
の
安
心
を
確
保
す

る
こ
と
は
、
非
常
に
困
難
な
事
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

「
衣
・
食
・
住
」
の
安

心
は
最
も
基
本
で
あ
っ
て
、
長
寿
社
会

の
現
在
「
医
療
や
健
康
の
不
安
」
も
大

き
な
要
素
で
あ
り
、
い
ず
れ
が
欠
け
て

も
、
安
心
し
た
生
活
の
確
保
に
は
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
時
こ
そ
、
も
し
も
の
時
に
皆
で

助
け
合
う
と
い
う
事
が
絶
対
的
に
必
要

で
あ
り
、
そ
こ
に
共
済
の
意
義
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

「
一
人
は
万
人
の
た
め
に
、
万
人
は
一

人
の
た
め
に
」
の
理
念
、「
相
合
扶
助
」

の
精
神
で
の
事
業
が
、
最
も
必
要
な
時

で
は
な
い
か
と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
半

年
間
に
感
じ
た
こ
と
を
思
い
つ
く
ま
ま

書
い
て
み
ま
し
た
。

姫
路
市
民
共
済
は
、
常
に
、
こ
れ
ら

の
社
会
状
況
を
念
頭
に
置
き
、
少
し
で

も
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
「
安
心
な
生
活
」

の
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
事
業
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
姫
路
市
民
共
済

は
、
昭
和
三
十
一
年
、
市
民
生
活
の
経

済
的
文
化
的
向
上
と
社
会
福
祉
の
増
進

を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
相
合
扶
助
の

精
神
に
基
づ
き
、
万
一
の
災
害
（
火
災

事
故
・
交
通
事
故
・
不
慮
の
災
害
）
や

病
気
に
見
舞
わ
れ
た
時
、
生
活
に
役
立

て
る
た
め
に
み
ん
な
で
拠
出
し
た
掛
け

金
で
共
済
し
あ
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
火
災
共
済
事
業
を
、
ま
た
、
昭
和

四
十
一
年
か
ら
交
通
共
済
事
業
を
加

え
、
平
成
十
五
年
か
ら
生
命
共
済
事
業

を
、
ま
た
、
交
通
共
済
の
限
度
額
の
引

き
上
げ
や
、
本
年
か
ら
は
、
終
身
共
済

を
取
り
扱
う
等
、
常
に
組
合
員
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
事
業
を
推
進
し
、
設
立
当

初
の
組
合
員
数
一
万
人
強
か
ら
、
現
在

は
七
万
人
を
超
え
る
ま
で
に
成
長
い
た

し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
姫
路
市
の
人
口

五
十
三
万
人
か
ら
み
て
、
決
し
て
高
い

数
値
で
は
無
い
と
と
ら
え
て
お
り
、
そ

の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
考
え
た

時
、
地
域
に
密
着
し
た
市
民
共
済
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
当
組
合
の
商
品
が

よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
が
根

底
に
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
、

効
果
的
な
広
報
を
検
討
す
る
な
ど
、
出

前
講
座
等
も
視
野
に
入
れ
、
幅
広
く
市

民
共
済
へ
の
理
解
を
得
て
い
た
だ
け
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

次
に
契
約
件
数
で
気
に
な
る
こ
と
も

あ
り
、
そ
れ
は
、
火
災
契
約
件
数
の
減

少
に
な
か
な
か
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
こ

と
で
あ
り
ま
し
て
、こ
れ
も
原
因
と
し
て
、

長
び
く
不
況
や
高
齢
化
社
会
、
ま
た
、

組
合
員
の
世
代
交
代
等
の
影
響
も
多
分

に
あ
り
ま
す
が
、
地
区
総
代
の
皆
さ
ん

と
も
連
携
を
密
に
し
て
事
業
向
上
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

何
と
言
っ
て
も
地
域
共
済
の
魅
力

は
、「
地
域
に
密
着
し
て
い
る
こ
と
」「
安

い
掛
け
金
で
手
厚
い
保
障
」「
親
切
で

迅
速
な
対
応
」
に
あ
る
訳
で
す
か
ら
、

こ
れ
ら
の
利
点
を
最
大
限
活
か
し
た
事

業
推
進
を
図
り
、「
顔
の
見
え
る
共
済
」

「
親
し
ま
れ
る
共
済
」「
地
域
に
密
着
し

た
共
済
」
を
目
指
し
て
事
業
推
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

関
係
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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2011年度 第1回災害対策委員会を開催しました。
8 月 24 日（水）午前 10 時より、兵庫県民会館において、「2011 年度第 1 回災害対策委員会」を開催しました。

冒頭に、大西専務理事の挨拶の後、兵庫県健康福祉部生活消費局消費生活課課長補佐・木村晶子氏の挨
拶に続いて、「来るべき東南海・南海地震の対策について」をテーマに、兵庫県企画県民部防災企画局防
災計画課防災計画係・増井政道氏よりお話をいただきました。

お話の中では、内閣府が想定する「発生が懸念される大規模地震」のデータから兵庫県の東南海・南海
地震発生時の津波被害の想定調査結果と対策について、住宅の耐震化の重要性について、住宅再建への公
助・共助の仕組みづくりとして兵庫県が進めている「住宅再建共済制度（フェニックス共済）」について、
大震災の教訓の継承・発展のために設置されている「防災未来館」のリニューアルオープンについて、等
のお話をいただきました。

その後、出席の各委員より、「東日本大震災支援」取り組みについての報告と、コープこうべ総合ネッ
トワーク推進室より「応急生活物資の確保状況」について報告がありました。

委員会の協議事項として、①応急生活物資についての
協定の見直しについて、②2011年度兵協連大規模災害対
策図上演習について、協議をおこないました。さらに、
確認事項として、①緊急時の連絡先のメンテナンス、②
認可済みの緊急通行車両のメンテナンス、③ MCA 無線
の配備、④2011年度兵庫県生協大会の企画（兵協連会員
生協の東日本大震災被災地支援の取り組みなど）、⑤近畿
地区各生協の「2011年度の大規模災害対策の重点課題・
計画」、について確認しました。

2011 年度兵庫県・兵協連共催

コンプライアンス（自主統制力向上）研修を開催しました。
9 月 10 日（土）午前 10 時より、兵庫県民会館において、兵庫県と兵協連共催で「コンプライアンス（自

主統制力向上）研修」を開催しました。2008年4月に改正生協法が施行され、組合員の保護を図る観点から、
事業の健全性を確保するとともに、経営責任体勢の強化が強く求められています。 兵協連では、この間、
会員生協に改正生協法に基づいた健全な生協運営を行っていただくため、「内部統制研修」、「監事研修（兵
庫県共催含む）」を開催してきましたが、今年度は、「自主統制力向上」の視点から研修会を開催し、当日は、
会員生協役職員・会員外生協役職員あわせて 46 名の参加がありました。

冒頭の寺尾善喜・兵協連副会長理事のご挨拶に続いて、兵庫県理事・清原桂子氏より「生協への期待」
と題して講演をいただきました。講演では、兵庫の生協の歩みについて行政の視点からのお話や現在の社
会状況の変化についてお話をいただき、「生協法の改正への取り組みが大きな課題になってきました。理
事会の法定化、理事会で代表理事を選定することの義務付け、業務執行機関としての理事会の役割といっ
たことが今回の改正生協法で明文化されました。現在、時代が大きく変わってきている中で、生協の高い
志とコンプライアンス順守をはじめとする事務体制、人材の育成が本当に要請されています。」と述べら
れました。

続いて、MM コンサルティング・三宅 充氏のご講演があり、「生協の理事・監事の役割」について、実
際に過去に発生した事例やご自身の体験についてお話をいただきました。

兵庫県理事・清原桂子氏 MMコンサルティング・三宅 充氏



第23回　近畿地区生協・行政合同会議 報告

「国際協同組合年に向けて
　〜協同組合がよりよい社会を築きます〜」

テーマ：

第23回近畿地区生協・行政合同会議が、 8 月31日（水）午後、シティプラザ大阪（大阪市中
央区）にて開催されました。この会議は、福井・滋賀・奈良・和歌山・兵庫・京都・大阪の近
畿 2 府 5 県の府県連生協連で構成する「近畿地区生協府県連協議会」の主催により開催し、地
域住民の安全・安心な暮らしを支えるために、生協と行政のパートナーシップを深めることを
目的とし、本年で23回目を迎えました。当日は、厚生労働省近畿厚生局健康福祉部をはじめ、
日本生協連、近畿地区 2 府 5 県（福井・滋賀・奈良・和歌山・兵庫・京都・大阪）の生協行政
担当者および生協連役職員の合計43名が参加し、テーマに沿った報告と質疑が行われました。

【開催内容】
大阪府生活協同組合連合会・安本正男専務理事

の司会のもとに開会され、近畿地区生協府県連協
議会代表・本田栄一 兵協連会長理事の挨拶に続
いて、大阪府府民文化部 部長 福田昌弘様からご
挨拶いただきました。

⑴　近畿厚生局と日本生協連の報告
厚生労働省近畿厚生局健康福祉部・上森博文部長からは、ご挨拶とともに生協運営に関する

改善要望点としてコメントをいただきました。
「理事会の運営について」「規則等の整備について」「各登記手続きについて」「経営状況について」
続いて、日本生協連渉外広報本部・伊藤治郎渉外部長から、全国の生協の取組みについて報

告されました。

⑵　特別報告
賀川記念館 賀川督明館長から、「賀川豊彦と国際協同組合年に向けて」と題して特別報告を

いただきました。

⑶　報告と意見交
各府県行政、生協および消費者支援機構関西から、以下

の報告がされました。
①「福井県民生協の生活支援事業の取組」
� 福井県民生活協同組合　理事長　竹生 正人 氏

②「東日本大震災被災地ボランティア等支援事業について」
大阪府政策企画部危機管理室危機管理課 

危機管理・国民保護グループ総括主査　谷口 雄二 氏

③「�兵庫県協同組合連絡協議会（兵庫JCC）における協
同組合の連携した取組みについて」
兵庫県生活協同組合連合会　専務理事　大西 憲慈 氏

④「消費者支援機構関西の取り組みと行政との連携」
適格消費者団体 消費者支援機構関西

常任理事　二之宮　義人 氏

引続き開催された懇親会は、情報交換を含めて貴重な交流の場となりました。

特別報告をされる賀川館長
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神戸市立工業高等専門学校生活協同組合の
兵庫県生協連加入について

　このたび、「神戸市立工業高等専門学校生活協同組合」が、
兵庫県生協連に新しく加入されましたので、ご案内いたし
ます。

神戸市立工業高等専門学校生活協同組合
【組織・事業概要】兵庫県下唯一、全国でも珍しい「高等

専門学校生協」として2007年に設立
されました。日常利用の購買店・食堂
運営を柱に、新入学時の指定教材斡旋
から卒業記念品まで、キャンパスにお
ける一連の福利厚生業務を学校に成り
代わり担っています。
組合員である学生・教職員が自主的な運営に参加し、神戸高専での学校生活すべてに
おいて文化的にも経済的にもより良いものとすることを目指して活動しています。

●設　　立 … 2007年12月21日
●出 資 金 … 13,590千円（2011年2月末現在）
●供 給 高 … 96,212千円（2010年度実績）
●組合員数 … 1,310人（2011年2月末現在）

●所 在 地 … 〒651-2102
	 神戸市西区学園東町8丁目3番地

TEL：078-795-4051
FAX：078-795-4052

大学生協大阪事業連合と大学生協神戸事業連合は、
新しく「阪神事業連合」を結成いたしました。

大学生協大阪事業連合と大学生協神戸事業連合は、より広域での
事業連携を確立する目的で、2011年9月1日付をもって合併し、新
しく阪神事業連合を結成いたしました。

大阪府、兵庫県、和歌山県の各府県下の大学生協組合員の生活向
上に役立つ事業連合として、大阪会館と神戸会館に、その機能を再
配置して運営してまいります。

あわせて、京都事業連合並びに北陸事業連合との事業機能統合をス
タートし、京阪神北陸地区全体の事業連携も始まります。

協同の精神のもと、広域での事業連携の効果をあげ、組合員の生
活向上への貢献を従来以上に進めてまいります。

●阪神事業連合の概要
名　称：生活協同組合連合会 大学生協阪神事業連合
設　立：昭和63年（1988年）12月1日
出資金：4億4,300万円（2011年総会議案書より）
主たる事業所：大阪事務所

〒532-0004 大阪市淀川区西宮原2-7-15 大学生協大阪会館
TEL：06-6395-3111（代表）　FAX：06-6395-3112
神戸事務所
〒651-0063 兵庫県神戸市中央区宮本通7丁目1番13号 大学生協神戸会館
TEL：078-262-5670（理事会室）　FAX：078-252-7783

会員生協（24生協）： ■大阪エリア
　大阪大学生活協同組合
　大阪教育大学生活協同組合
　大阪千代田短期大学生活協同組合
　大阪府立大学生活協同組合
　阪南大学生活協同組合
　大阪市立大学生活協同組合
　大阪経済大学生活協同組合
　大阪電気通信大学生活協同組合
　近畿大学生活協同組合
　大阪インターカレッジコープ

■和歌山エリア
　高野山大学生活協同組合
　和歌山県立医科大学生活協同組合
　和歌山大学消費生活協同組合

■兵庫エリア
　大手前大学生活協同組合
　甲南大学生活協同組合
　神戸大学生活協同組合
　神戸市立工業高等専門学校
　生活協同組合

　神戸薬科大学生活協同組合
　兵庫県立大学生活協同組合
　関西学院大学生活協同組合
　甲南女子大学生活協同組合
　神戸市外国語大学消費生活協同組合
　神戸親和女子大学生活協同組合
　園田学園女子大学生活協同組合
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今年、支えあうことの大切さを知った。

10月1日㈯〜12月31日㈯

◆集められた共同募金は、県内の地域福祉活動のために使われます。
◆�また、募金の一部は積み立てられ、災害時の被災地・ボランティ
ア支援に使われています。あたたかいご協力をお願いします。

社会福祉法人 兵庫県共同募金会
www.akaihane-hyogo.or.jp

2011
年度

会員役職員体育大会のご案内
昨年、会員生協の役職員44名が参加し、大いに盛り上がった

ボウリング大会を、今年も引き続き開催し会員生協役職員相互
の交流を図ってまいります。

皆さま方、多数ご参加くださいますようご案内いたします。

お申し込み・お問い合わせ：兵庫県生活協同組合連合会（担当 中尾）まで　TEL（078）391− 8634

開催日時：11月19日（土）午後3時～午後5時30分頃（受付 午後2時30分～）

開催場所：神戸ボウリング倶楽部（右図参照）

参 加 費：無 料（プレー費、ならびに靴代は兵協連が負担します）

出場資格：会員生協役職員　16チーム（1チーム4名）計64名
　　　　　※�各会員生協最大で2チームまで。但し、コープこうべは最大で4チームまでとします。

そ の 他：プレー終了後、団体および個人表彰をおこないます。（各賞多数あり）

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

駐
車
場

ロータリー

そごう

ダイエー

東急イン 中央区
役所

リクルート
　　  ビル

　海鮮の里
しかのせ

国道2号線国道2号線

ＪＲ三宮駅

ポートライナー三宮
駅

JR三宮駅イーストサイド200m
神戸市中央区雲井通4丁目2-14

◆ボウリング大会

兵庫県・兵協連共催

2011年度 第14回「監事研修会」のご案内
2011年度の「監事研修会」では、「強化

された監事の責任」を監事のみなさまが
果たしていただけるよう以下の内容で実
施いたします。会員生協の理事、監事の
皆さま、担当職員の皆さまの積極的なご
参加をお待ちしております。

開催日時／11月17日（木）午後1時30分〜4時
開催場所／兵庫県民会館 9 階 902号室（神戸市中央区下山手通 4 -16- 3 ）
定　　員／50人（申し込み先着順）
参加対象／会員生協の監事および理事、ならびに担当職員
内　　容／◆講　演
　　　　　　「監事・監事会の役割と指導検査で見受けられる問題点」
　　　　　　講師：兵庫県健康福祉部生活消費局消費生活課長

　　　　　　「決算書の見方と勘定科目監査のポイント」
　　　　　　講師：兵庫県生協専門検査員　松井 大輔 氏（公認会計士）

　　　　　◆グループワーク
　　　　　　「より良い業務監査・会計監査とは」
　　　　　　コメンテーター：三宅 充 氏（MMコンサルティング）

お申込み・お問い合わせ：兵庫県生活協同組合連合会 TEL（078）391-8634

2010年度監事研修会の様子
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震災復興支援活動報告

今
年
、
生
活
ク
ラ
ブ
都
市
生
活
は
25

周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
生
活

ク
ラ
ブ
都
市
生
活
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
、
組
合
員
ど
う
し
が
声
を
交
わ
す

場
、
全
組
合
員
が
つ
な
が
る
企
画
と
し

て
「
1
4
0
0
0
人
の
ほ
っ
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
ご

ろ
の
疑
問
・
不
安
な
ど
を
解
決
で
き
る
情

報
を
提
供
し
、
ま
た
、
新
組
合
員
を
は
じ

め
、
組
合
員
ど
う
し
が
知
り
合
い
に
な
る

場
で
も
あ
り
ま
す
。

新
し
い
消
費
材
を 

手
に
と
っ
て
見
た

り
、
情
報
を
提
供
・
共
有
し
た
り
し
て
利

用
の
き
っ
か
け
作
り
を
し
ま
す
。
消
費
材

の
展
示
即
売

を
は
じ
め
、

利
用
推
進
を

軸
に
し
な
が

ら
、
生
産
者

交
流
は
も
ち

ろ
ん
、
石
け

ん
・
R
び
ん

な
ど
の
環
境

の
こ
と
か
ら

食
品
添
加
物
、

遺
伝
子
組
み
換

え
食
品
の
問
題

を
考
え
る
こ
と
、

子
育
て
ひ
ろ
ば

な
ど
、
多
様
で

多
彩
な
活
動
を

し
ま
す
。
限
ら

れ
た
時
間
の
教

室
型
で
は
な
く

開
催
時
間
の
幅

を
広
げ
、
組
合

員
が
各
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
、

都
合
の
良
い
時
間
に
、
気
軽
に
自
由
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

組
合
員
に
と
っ
て
よ
り
近
い
場
所
、
支
部

の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
開
催
し
、
地
域
に

も
開
い
て
多
く
の
組
合
員
が
参
加
で
き
る

よ
う
に
企
画
し
て
い
ま
す
。

6
月
か
ら
8
月
末
ま
で
で
39
箇
所
で
開

催
し
、6
3
1
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
ぎ
、

話
し
込
む
組
合
員
も
多
く
、
組
合
員
同
士

が
自
由
に
交
流
で
き
る
場
が
求
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

（
通
信
員 

紺
本
　
直
）

姫
路
医
療
生
協
で
は
震
災
が
発
生
し
て

か
ら
の
3
日
後
の
14
日
に
災
害
対
策
本
部

が
設
置
さ
れ
、
そ
の
後
は
医
師
や
看
護
師
、

ま
た
介
護
福
祉
士
の
現
地
支
援
や
救
援
物

資
お
よ
び
義
援
金
の
送
付
な
ど
、
様
々
な

形
で
被
災
地
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

そ
う
し
た
活
動
の
一
環
と
し
て
、
私
は

6
月
に
宮
城
県
山
元
町
に
被
災
者
の
方
の

生
活
支
援
に
行
き
ま
し
た
。
津
波
に
よ
っ

て
被
災
さ
れ
た
方
の
お
宅
を
訪
問
し
、
家

や
畑
に
な
だ
れ
込
ん
だ
泥
を
か
い
た
り
、

屋
内
の
床
を
貼
り
か
え
た
り
す
る
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
朝
か
ら
作
業
を
始
め
、
夕

方
に
そ
れ
を
終
え
た
頃
に
は
皆
一
様
に
く

た
く
た
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
帰
り
際
に
訪
問
さ
せ
て
も
ら
っ

た
お
宅
の
方
よ
り
、
庭
の
片
隅
に
植
わ
っ

て
い
た
白
ユ
リ
の
苗
を
頂
き
ま
し
た
。
持

ち
帰
っ
た
そ
の
苗
は
、
姫
路
医
療
生
協
で

大
事
に
育
て
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

元
々
植
わ
っ
て
い
た
土
壌
に
海
水
が
浸
水

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
枯
れ
て

し
ま
う
の
で
は
と
内
心
は
心
配
で
し
た
が
、

職
員
の
方
々
の
献
身
的
な
世
話
も
あ
っ
て
、

苗
は
す
く
す
く
と
元
気
に
育
ち
、
2
ヶ
月

後
に
は
綺
麗
な
花
が
咲
き
ま
し
た
。
傍
か

ら
見
れ
ば
些
細
な
こ
と
で
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
被
災
地
の
現
状
を
ま
ざ
ま
ざ

と
見
て
、
暗
澹
と
し
た
気
持
ち
に
な
っ
て

い
た
私
達
に
と
っ
て
そ
れ
は
一
種
の
光
と

成
り
得
る
よ
う
な
、
喜
ば
し
い
出
来
事
で

し
た
。
そ
の
白
ユ
リ
か
ら
今
日
の
現
状
に

お
い
て
最
も
渇
望
さ
れ
て
い
る
要
素
で
あ

る
「
生
き
て
い
く
た
く
ま
し
さ
」
を
皆
が

感
じ
取
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

被
災
地
支
援
を
一
過
性
の

も
の
と
し
て
終
わ
ら
せ
ず
、

さ
さ
や
か
な
が
ら
も
現
地
に

光
を
灯
せ
る
よ
う
な
支
援
活

動
を
今
後
も
継
続
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
総
務
部
　
東
裕
太
郎
）

姫
路
医
療
生
活
協
同
組
合

被
災
地
支
援
に
つ
い
て
の
感
想

震災支援の白ユリが咲きました

設
立
25
周
年
記
念

1
4
0
0
0
人
の
ほ
っ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
都
市
生
活
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8
月
19
日
㈮
、
ラ
イ
ン
の
館
の
開
館
中

に
小
学
生
と
保
護
者
を
対
象
に
し
た
「
親

子
木
工
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
5
年
前
か
ら
始
め
ら
れ
た
催
し
で
、
木

工
キ
ッ
ト
を
使
っ
て
様
々
な
木
の
作
品
を

製
作
し
ま
す
。
親
子
で
楽
し
め
、
夏
休
み

の
思
い
出
作
り
に
も
な
る
と
好
評
を
い
た

だ
き
、
今
で
は
人
気
の
催
し
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

明
治
時
代
か
ら
手
作
り
の
「
神
戸
洋
家

具
」
を
伝
承
す
る
神
戸
市
家
具
青
年
部
会

会
員
の
指
導
の
も
と
、
子
供
た
ち
は
一
生

懸
命
に
作
品
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
今
年
は
南
米
の
打
楽
器
「
カ
ホ
ン
」

を
製
作
し
ま
し
た
。
カ
ホ
ン
は
箱
型
の
楽

器
で
、
中
に
弦
を
入
れ
て
あ
る
の
で
箱
の

上
に
座
っ
て
た
た
く
と
様
々
な
音
が
出
ま

す
。
今
回
は
釘
を
打
つ
箇
所
が
多
か
っ
た

の
で
、
床
に
座
り
込
ん
で
金
づ
ち
を
ふ
る

う
子
ど
も
た
ち
も
い
て
、
会
場
は
に
ぎ
や

か
な
音
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
々
か
ら
は
、「
男
の
子
な

の
で
異
人
館
に
興
味
を
も
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
親
子
で
散
策
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
」「
釘
を
打
つ
機
会
が
あ
ま
り
な

く
、
簡
単
そ
う
で
む
ず
か
し
い
所
が
ち
ょ

う
ど
よ
か
っ
た
で
す
」
と
い
っ
た
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
神
戸
は
日
本
に
お
け
る

欧
風
家
具
発
祥
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。
地

域
に
根
ざ
し
た
生
協
活
動
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
地
域
の
地
場
産
業
を
紹
介
す
る
催
し

を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。�

（
通
信
員 

鹿
田
裕
子
）

不
登
校
や
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
て

居
場
所
を
見
失
っ
て
い
る
中
学
生
（
小
学

生
）
は
、
大
き
な
社
会
問
題
で
あ
り
、
尼

崎
市
内
で
も
増
え
て
い
ま
す
。

「
支
え
合
い
、
助
け
合
う
」
医
療
生
協

こ
そ
、
こ
う
し
た
問
題
解
決
に
向
け
て
力

に
な
ろ
う
と
、
退
職
さ
れ
た
教
員
の
方
々

を
交
え
昨
年
か
ら
検
討
を
重
ね
、
今
年
の

春
「
子
ど
も
応
援
ひ
ろ
ば
」
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
小
・
中
学
生
に
勉
強
や
運
動

（
遊
び
）
が
出
来
る
喜
び
を
味
わ
っ
て
も

ら
い
、
お
母
さ
ん
お
父
さ
ん
か
ら
の
子
育

て
に
つ
い
て
の
相
談
に
も
応
じ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
最
初
の
回
は
、
子

ど
も
さ
ん
1
人
だ
け
の
参
加
だ
け
で
し
た

が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
わ
ず
か
ず
つ
増

え
、
今
で
は
5
・
6
人
が
顔
を
出
す
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

指
導
員
、
元
小
中
学
校
教
師
、
生
活
相

談
員
、
医
療
生
協
職
員
な
ど
、
子
ど
も
の

目
線
で
考
え
ら
れ
る
人
た
ち
が
子
ど
も
達

の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
家
か
ら
な
か
な

か
外
出
し
な
い
け
れ
ど
、
こ
の
場
所
な
ら

来
る
と
い
う
子
も
い
て
、
子
ど
も
達
に

と
っ
て
よ
り
「
心
地
よ
い
居
場

所
」に
し
て
い
こ
う
と
、ス
タ
ッ

フ
一
同
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

「
毎
回
の
参
加
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
」
と
の
お
か
あ
さ

ん
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
応
援
ひ
ろ
ば
」
は
、

毎
月
第
2
、
第
4
木
曜
日
の
午

後
6
時
か
ら
8
時
ま
で
、
尼
崎

医
療
生
協
あ
お
ぞ
ら
会
館
内
の

組
合
員
ひ
ろ
ば
で
行
っ
て
い
ま

す
。（

組
合
員
活
動
部 

山
口
　
寛
）

楽器づくりにワクワクの子どもたち

ラ
イ
ン
の
館
で
親
子
木
工
教
室
を開

催
し
ま
し
た

神
戸
市
民
生
活
協
同
組
合

「
子
ど
も
応
援
ひ
ろ
ば
」
を
ス
タ
ー
ト

尼
崎
医
療
生
活
協
同
組
合
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兵庫県漁業協同組合連合会Ｊ
Ｆ 兵庫県農業協同組合中央会Ｊ

Ａ

「丹波篠山黒豆」が
地域団体商標に登録

JA丹波ささやまが販売する代表的な特産作物
「丹波篠山黒豆」が、 7 月29日付けで、特許庁か
ら地域団体商標に登録されました。今回の登録は、

「丹波」という地域名においても、黒大豆の商品名
においても初の登録となりました。

同JAでは、篠山市や篠山市商工会と「丹波さ
さやまブランドプロデュースチーム」を発足させ、
2006年に「丹波篠山黒豆」をあわせ 4 品目を出願。
ところが、特許庁から「認知度が低い」、「複数の
団体が『丹波』という地域名を含む商標を出願し
ていてあいまいである」との理由により、登録が
認められませんでした。

同JAは、広告宣伝や県外でのイベント開催など
幅広くPRして認知度を高め、 5 年がかりで 3 度
にわたる商標出願を続け、ようやく登録にこぎつ
けました。

同JAの仲井厚史代表理事組合長は、「黒大豆
の老舗として、なんとか地域ブランドの証がほし
かったのです。この取得で丹波篠山のブランドが
保護できます。JAにとって、また地元にとって念
願かなった喜びであります。今後も全国にアピー
ルを続け、有利販売につなげることで地域農業の
活性化に取り組みたい」と話しました。

農業者と漁業者との連携・協働によるため池の
「かいぼり」を活用し、「豊かな海の再生」に取り
組んでいく活動について考える、「里」と「海」
の協働推進フォーラムが、 8 月28日に明石市で
行われ、関係者、市民ら約350人が参加しました。

フォーラムはまず、メダカのコタロー劇団による
環境アニメ紙芝居が公演された後、明石市立高岡東
小学校と谷八木小学校の児童らがそれぞれ環境学
習で学んだ成果についての活動報告を行いました。

続く基調講演は、「水辺から育む地域の風土」と
題し、水産大学校 鷲尾 圭司理事長が行い、現在
の瀬戸内海の状況を解説、さらに「きれいになっ
て痩せた海を豊かな海へ変えていく」取り組みの
事例等も紹介されました。また、事例報告では明
石地区に加えて、淡路市で行われている事例の紹
介として、浦川地域ため池・里海交流保全協議会
書記で、JF森 森 正安副組合長が発表されました。

最後に行われたパネルディスカッションではこ
の取り組みの関係者が意見を交わし、明石市漁業
組合連合会 山本 章等会長（JF西二見組合長）も
参加しました。この中で「“かいぼり“は農業・漁
業関係者の高齢化が進んではいるが、行政に頼ら
ず地域住民が守っていかないと続かない。」、「こ
こまでの活動できっかけ作りは出来たので、あと
はどのように展開していくかが問題。」との発言
があり、参加者は熱心に耳を傾けていました。

「里」と「海」の協働推進フォーラム 開催
〜豊かな自然環境作りへ、農業者と漁業者が協働〜

メダカのコタロー劇団による講演

鷲尾理事長の講演

森副組合長の発表

パネルディスカッションの様子 地域団体商標が登録査定された「丹波篠山黒豆」
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事　例

10歳の息子が、友達に無料だと勧められて、携帯電話の無料オン

ラインゲームで遊んだところ、有料のアイテム（ゲームで使う道具）

を購入したようで携帯電話会社から、5万円の料金請求が届いた。支

払わないといけないか。

【アドバイス】

オンラインゲームとは、携帯電話などでインターネットを介してゲームサイトに接続し

ゲームをするものです。無料とうたっているオンラインゲームでも、アイテムが有料であ

る場合も多く、また利用に際しては通信料金がかかるので、利用規約等を十分に確認する

必要があります。

民法では、事例のような未成年者が、法定代理人（親など）の同意を得ないでした契約

は取り消すことが可能とされています。しかし、契約の経緯によっては取り消すことがで

きない場合もありますので、最寄りの消費生活センターにご相談下さい。

オンラインゲームを巡っては、未成年者の相談が増加傾向を示し、特に小中学生以下が

トラブルに巻き込まれる件数は急増しています。事例以外にも「ゲームサイトが突然アダ

ルトサイトにつながり利用料を請求された」、「親のクレジットカードをゲームで使って高

額請求を受けた」などの相談があり、小中学生への請求の平均は約10万円と高額化してい

ます。

未成年の子どもが携帯電話でゲームサイトを利用しているときは、有料ゲームやアイテ

ム購入の操作ができないようにする方法を携帯電話会社に確認しましょう。

ゲームサイトやゲーム相手から別のサイトに誘導され、思わぬ高額な利用料を請求され

た例もあります。安易に誘導に乗らず、不用意に個人情報を教えないよう家族で話し合っ

ておきましょう。

� （兵庫県生活科学総合センター）

最近の消費生活相談事例

オンラインゲームを巡るトラブル
〜無料ゲームだと思っていたら料金を請求された〜
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ホームページ ●アドレス（URL）：http://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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編
集
後
記

突
然
で
す
が
、
こ
の
編
集
後
記
が
北
山
に
と
っ
て

最
後
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
07
年
6
月
に
兵
協

連
へ
着
任
し
て
か
ら
、
本
日
ま
で
4
年
3
ヶ
月
の
間

に
51
ヶ
月
分
の
『
兵
協
連
だ
よ
り
』
作
成
に
携
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
機
関
誌
作
成
に
携

わ
っ
て
下
さ
っ
た
み
な
さ
ま
、通
信
員
の
み
な
さ
ま
、

色
々
と
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！
『
兵
協
連
だ
よ
り
』
は
、
兵
協
連
の
活

動
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
会
員
生
協
の
み
な
さ
ま
の

活
動
を
ご
紹
介
す
る
紙
面
で
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も

会
員
み
な
さ
ま
の
取
り
組
ま
れ
て
い
る
活
動
の
紹
介

を
是
非
お
寄
せ
下
さ
い
。

背
筋
が
凍
る
失
敗
の
数
々
や
悪
夢
の
よ
う
な
写
真

の
撮
り
忘
れ
も
い
ず
れ
北
山
の
夢
に
出
て
こ
な
い
日

が
来
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、「
阿
部
ま
り
あ
」「
ア

ラ
イ
グ
マ
〜
続
編
〜
」
な
ど
、
み
な
さ
ま
に
お
伝
え

し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
お
話
の
続
き
は
、
ま
た
、
ど

こ
か
で
お
会
い
し
た
時
の
お
話
の
ネ
タ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
ね
。
最
後
に
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
、『
兵

協
連
だ
よ
り
』
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
北
山
）

兵庫県内在住の方
定員60名（応募者多数の場合、抽選いたします）
お米甲子園2011（審査か見学のいずれか）、
おむすび教室、お弁当・おむすびコンテストの投票
往復はがきの往信面（ウラ）に
•応募人数（5名まで） 
•応募者全員の郵便番号・住所・氏名（フリガナ）・年齢・性別・電話番号
•審査員希望の有無
返信（オモテ）に
•応募（代表）者 住所　•応募（代表）者氏名 行　を記入してください。
お米甲子園実行委員会事務局（兵庫県米穀事業協同組合内）
〒650-011 神戸市中央区下山手通5-8-14-309　TEL.078－361－3318　FAX. 078－361－3319
平成23年10月26日（水）必着

兵庫のおいしい
お米コンテスト

開催日

会 場

平成23年11月26日 土
兵庫県立神戸生活創造センター生活創造プラザ
（JR神戸駅 神戸クリスタルタワー4F）

※イベントの一部のみに参加することはできませんのでご了承ください。
※審査員希望者は当日11時に会場へお越しください。希望者の中から抽選させていただきます。

応募資格
募集内容

応募方法

応募締切

応 募 先

「お米甲子園2011」のイベント参加者を募集します。さらに、参加者の中から、当日お米を食べ比べて
審査する審査員を抽選で選びます。おいしいおむすびをつくって食べ比べる「おむすび教室」やおいし
そうな弁当やおむすびを選ぶ「お弁当・おむすびコンテスト」の投票もありますよ‼お楽しみに。

参加者
全員に

兵庫米
（1㎏

）を

プレゼ
ント！

お米甲子園2011　11：30～12：30
●審査：審査員参加者　●見学：イベント参加者

おむすび教室　　 12：30～13：45
●全員参加

お弁当・おむすびコンテスト 13：45～15：00
●全員参加

転出のごあいさつ
　この度、コープこうべクレリ案内センターに
転勤することになりました。兵協連に配属になっ
て４年３ヶ月の間、多くの方に出会う機会をい
ただきました。そして、兵庫県内外のさまざま
な分野の生協の活動を知り、改めて生協の存在
とその活動を誇りに思います。私自身が皆様の
お役に立てたのかどうか、自信がありませんが、
私はみなさまから多くの「力」をいただきました。
会員生協の皆様から温かなお力添えをいただき
ご指導をいただいたことに、心からお礼を申し
上げます。本当にお世話になりました。ありが
とうございました。

転入のごあいさつ
　初めまして、９月16日付の人事異動で
着任いたしました。生協に入所してから
今まで、そのほとんどを店舗での接客の
日々で過ごしました。初めての事務局担
当として不慣れなことも多く、何かとご
迷惑をおかけするとは思いますが、一生
懸命頑張りますので、どうぞよろしくお
願いいたします。美味しいといわれるも
のには夢中になる私…。会員生協のみな
さまからの「単協通信」と、各地の美味
しいもの情報（？）を、お待ちいたして
おります。

コープこうべ
クレリ案内センターへ

北山裕子

コープこうべ
シーアより
中尾ちとせ

人　事　異　動
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